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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、線状低密度
ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、超低密度ポリエチレン（ＶＬＤＰＥ）、およびこれらの２
種以上の混合物からなる群から選択されるエチレンポリマーのみからなる少なくとも１つ
のＡ層と、
ｂ）分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポリマー5重量％～50重量％と、
プロピレンポリマー50重量％～95重量％とを含む少なくとも１つのＢ層と
を含み、
　前記プロピレンランダムコポリマーが、1重量％～6重量％のエチレン含量を有し、
　Ｂ層がＡ層に直接隣接する、多層構造体。
【請求項２】
　前記プロピレンランダムコポリマーが、0.1 g～50 g/10分（230℃、2.16kg）のＭＦＲ
を有することを特徴とする、請求項１に記載の多層構造体。
【請求項３】
　Ｂ層が、分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポリマー 5重量％～50重
量％と、プロピレンホモポリマーおよび／またはプロピレンブロックコポリマー 50重量
％～95重量％とを含むことを特徴とする、請求項１または２に記載の多層構造体。
【請求項４】
　Ｂ層が、Ａ層およびＢ層の合計重量の少なくとも60重量％を構成することを特徴とする
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、請求項１～３のいずれか一項に記載の多層構造体。
【請求項５】
　多層管であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の多層構造体。
【請求項６】
　多層フィルムであることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の多層構造
体。
【請求項７】
　前記多層フィルムがコア層Ｂおよび２つの外層Ａを有することを特徴とする、請求項６
に記載の多層構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、少なくとも２つの層を含む多層構造体に関する。ここで、少なくとも１つ
の層はエチレンポリマーを含み、かつ、少なくとももう１つの層は、長鎖分枝を有するプ
ロピレンランダムコポリマーを含む。
【背景技術】
【０００２】
　多くの用途において、ポリエチレンホモポリマーおよびポリエチレンコポリマーに典型
的な特性（例えば、靭性、光学特性、衝撃強さ、シール挙動、および溶融強度等）と、ポ
リプロピレンの特性（例えば、剛性、耐化学性、および耐温度性等）との組合せが求めら
れている。しかし、ポリエチレンおよびポリプロピレンの接着性は低く、このことが、ポ
リエチレンとポリプロピレンとを含む多層構造体の特性を制限する。多層フィルム、イン
フレーションフィルム、押し出しコーティング、パイプ、射出成形品、または吹込成形品
は、ポリエチレンとポリプロピレンとの間の相間接着性（phase adhesion）の欠如に起因
して、その完全な能力を発揮しない。相間接着性が改善されると、ワイヤーおよびケーブ
ルの用途〔例えば、同軸ケーブルのコーティング、データ処理または電気通信用の多対ケ
ーブル、ファイバ光ケーブル（例えば、緩衝管、開放管、中央管、およびスロットコア構
造体）等〕、特に、複数の材料から作られる多層構造体においてさらに有益である。
【０００３】
　ポリエチレンとポリプロピレンとの間の良好な相間接着性は、ケーブルのジャケット、
特に、多層ジャケット、例えば、耐げっ歯類性を高めるためのポリプロピレンの表面コー
ティングを有するジャケットのためにも求められている。
【特許文献１】米国特許第3,959,425号公報
【特許文献２】米国特許第4,820,471号公報
【非特許文献１】Polymer Engineering and Science, February, (1978), vol. 18, No. 
3 pages 187-199
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、ポリエチレンを含む層とポリプロピレンを含む層との間
の接着性が改良された多層構造体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的は、
　ａ）エチレンポリマーを含む少なくとも１つのＡ層と、
　ｂ）分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポリマーを含む少なくとも１
つのＢ層と
を含み、Ｂ層がＡ層に直接隣接する、多層構造体によって達成された。
【０００６】
　驚くべきことに、本発明の多層構造体は、ポリエチレンを含む少なくとも１つのＡ層と
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、ポリプロピレンを含む少なくとも１つのＢ層との間の相間接着性が改良されていること
を特徴とする。この良好な相間接着性は、ポリエチレン層とポリプロピレン層との間の密
着強さに直接的または間接的に関連する多くの特性によって示される。これらの特性には
、シール強さ、引裂強さ、衝撃特性（落槍を含む）、表面安定性、およびブラッシング性
が含まれる。
【０００７】
　本発明では、Ｂ層のプロピレンランダムコポリマーは長鎖の分枝を有する。この分枝の
量を、分枝状プロピレンコポリマーの重量平均分子指数g’を用いて測定する。この重量
平均分子指数g’は、式： g’=[IV]br/[IV]lin|Mw 〔式中、g’は、重量平均分子指数で
あり、[IV]brは、分枝状ポリプロピレンの固有粘度であり、かつ、[IV]linは、分枝状ポ
リプロピレンと実質的に同一の重量平均分子量を有する線状ポリプロピレンの固有粘度で
ある。〕により示される。当分野において、g’値が低下すると分枝が増加することは周
知である。B.H. ZimmおよびW.H. Stockmayer、J. Chem. Phys. 17, 1301 (1949)を参照さ
れたい。
【０００８】
　典型的には、本発明の多層構造体に用いるプロピレンランダムコポリマーの分枝指数g
’は、0.60～0.90の範囲である。好ましくは、本発明の多層構造体に用いるプロピレンラ
ンダムコポリマーの分枝指数g’は、0.88未満である。より好ましくは、本発明の多層構
造体に用いるプロピレンランダムコポリマーの分枝指数g’は、0.85未満である。より好
ましくは、本発明の多層構造体に用いるプロピレンランダムコポリマーの分枝指数g’は
、0.80未満である。
【０００９】
　本発明の重要な態様では、Ｂ層がＡ層に直接隣接する。Ａ層とＢ層との間の良好な相の
接着を達成するためには、中間接着層を用いる必要がないことがわかった。このことは、
接着層を用いて製造するより高いコスト効率で本発明の多層構造体を製造することを可能
にする。接着層を用いる必要がないことによるさらなる利点は、接着層が及ぼす可能性の
ある有害な影響（例えば、光学特性、食品に接触する用途への適合性等）をいずれも回避
できることである。
【００１０】
　好ましくは、本発明のＢ層のランダムコポリマーは、プロピレンと、エチレンおよび／
または4個～12個の炭素原子を有するα-オレフィンとのコポリマーである。
【００１１】
　好ましくは、プロピレンランダムコポリマーは、0.1～50g/10分（230℃、2.16kg）のＭ
ＦＲを有する。
【００１２】
　好ましくは、プロピレンランダムコポリマー中のコモノマーは、エチレンである。さら
に、プロピレンランダムコポリマーが、1重量％～6重量％のエチレン含量を有することが
好ましい。
【００１３】
　この好ましいエチレン含量が、分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポ
リマーを含むＢ層と、エチレンポリマーを含むＡ層との接着性の改良に最も適しているこ
とが観察された。分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポリマーであって
エチレン含量が1重量％未満であるコポリマーは、エチレンポリマーを含むＡ層への相間
接着性を改良するのに適していない。分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダム
コポリマーであってエチレン含量が6重量％より高いコポリマーも、エチレンポリマーを
含むＡ層への相間接着性を改良するのに適していない。エチレン含量が6重量％より高い
プロピレンランダムコポリマーは、通常、ランダムコポリマーとはみなされない。これら
のポリマーは、通常、連続マトリックス相と、その中に分散された不連続相とを有する耐
衝撃性コポリマーである。分枝指数g’が0.90以下であるプロピレン耐衝撃性コポリマー
も、エチレンポリマーを含むＡ層への相間接着性を改良するのに適していない。
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【００１４】
　本発明の多層構造体の１つの実施態様では、Ｂ層は、分枝指数g’が0.90以下であるプ
ロピレンランダムコポリマー 5重量％～50重量％と、プロピレンポリマー 50重量％～95
重量％とを含む。
　分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポリマーは、１種以上のさらなる
プロピレンポリマーと混合して有利に用いられる。このさらなるプロピレンポリマーは、
任意の１種以上のプロピレンホモポリマーまたはプロピレンコポリマーであってよい。こ
れらのプロピレンポリマーは、アイソタクチックもしくはシンジオタクチック、またはこ
れらの混合物のいずれであってもよい。プロピレンコポリマーは、エチレンおよび／また
は4個～12個の炭素原子を有するα-オレフィンとのコポリマーを含む。これらのコポリマ
ーは、さらに、ランダムコポリマーおよびブロックコポリマーを含むことができる。好ま
しい実施態様では、所望の特性を有する多層構造体を達成するために、好適なプロピレン
ホモ－および／またはコポリマーが選択されてＢ層の50重量％～95重量％を構成する。こ
のようなプロピレンホモ－および／またはコポリマーは、商業的に入手可能であるか、あ
るいは当分野において周知な方法で容易に調製することができる（例えば、Moore, E. P.
、Polypropylene Handbook, Hanser, New York, 1996, pages 11 - 98を参照）。
【００１５】
　上述した実施形態に関しては、Ｂ層が、50重量％～95重量％のプロピレンホモ－および
／またはブロックコポリマーを含むことが好ましい。
【００１６】
　層の接着性が高くなると、衝撃強さの増大がもたらされる。多層構造体の衝撃強さの増
大という相乗効果は、Ｂ層が50重量％～95重量％のプロピレンホモ－および／またはコポ
リマーを含むときに最も明らかであることが観察された。
【００１７】
　好ましくは、本発明の多層構造体のＢ層は、Ａ層およびＢ層の合計重量の少なくとも60
重量％を構成する。
　本発明の多層構造体では、プロピレンポリマーを含むＢ層が、質量において大部分であ
り、多層構造の特性への寄与においても優勢であることが好ましい。
【００１８】
　２つの層の構造体では、Ｂ層が、多層構造体の少なくとも75重量％、より好ましくは少
なくとも80重量を構成することが好ましい。
【００１９】
　Ａ／Ｂ／Ａ構造を有する３つの層の構造体では、Ｂ層が、多層構造体の少なくとも60重
量％、より好ましくは少なくとも70重量を構成することが好ましい。
【００２０】
　本発明の好ましい実施態様は、多層管である。ポリエチレンのコーティングを有するポ
リプロピレン管では、これらの層同士が良好な接着性を有することが特に重要である。
【００２１】
　本発明のさらなる好ましい実施態様は、多層フィルムである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本発明の多層構造体。
【００２３】
　［プロピレンランダムコポリマーの調製］
　プロピレンランダムコポリマーは、プロピレンと、エチレンおよび／またはα-オレフ
ィンとを、単段階または多段階工程の重合（例えば、従来の触媒を用いる、バルク重合、
気相重合、スラリー重合、溶液重合、またはこれらの組合せ等）によって調製する。ラン
ダムコポリマーは、ループ反応器、またはループ反応器と気相反応器との組合せのいずれ
かで作ることができる。これらの方法は、当業者に周知である。プロピレンポリマーの重
合に好適な触媒は、プロピレンおよびコモノマーを40℃～110℃の温度にて10 bar～100 b
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arの圧力で重合または共重合させることができる任意の立体選択的なプロピレン重合触媒
である。チーグラー・ナッタ触媒のほかにメタロセン触媒もまた好適な触媒である。
【００２４】
　当業者であれば、プロピレンホモ－および／またはコポリマーを調製するためのさまざ
まな可能性を知っていて、本発明で用いる好適なポリマーを作製するために好適な方法を
簡単に見出すことができる（例えば、Moore, E. P.、Polypropylene Handbook, Hanser, 
New York, 1996, pages 89 - 91を参照されたい）。本発明にしたがって、線状プロピレ
ンランダムコポリマーが用いられ、あるいは、線状プロピレンランダムコポリマーの形成
をもたらす重合方法が選択される。
【００２５】
　［分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポリマーの調製］
　長鎖分枝を有するプロピレンランダムコポリマーは、線状のプロピレンランダムコポリ
マーから開始して調製する。
【００２６】
　長鎖分枝を有するプロピレンランダムコポリマーは、微粒子形態の線状プロピレンラン
ダムコポリマーを、有効量の有機過酸化物と共に、30℃～100℃の温度にて混合すること
によって調製することが好ましい。過酸化物は、より高い温度で分解性であり、フリーラ
ジカル発生剤として働く。好ましい過酸化物は、アシルペルオキシド、アルキルペルオキ
シド、ヒドロペルオキシド、過酸エステル、および／またはペルオキシカーボネートであ
る。過酸化物は、純粋な形で、あるいは不活性な有機溶媒中の溶液の状態で適用すること
ができる。好ましくは、過酸化物の量は、ランダムコポリマーの重量に基づいて0.05重量
％～3重量％である。
【００２７】
　揮発性の二官能性のモノマーを、気相から、20～120℃、好ましくは70℃～90℃の温度
で、特定のコポリマーに吸収させる。好ましくは、揮発性の二官能性の不飽和モノマーの
量は、ランダムコポリマーの重量に基づいて0.01重量％～10重量％、より好ましくは0.05
重量％～2重量％である。
【００２８】
　過酸化物と二官能性のモノマーとを含有する混合物を加熱して、最高で210℃までの温
度にて、好ましくは、不活性ガスおよび／または揮発性の二官能性モノマーを含む雰囲気
下で、溶融する。過酸化物が分解して、結果として生じるフリーラジカルであるポリマー
鎖および二官能性モノマーの間で反応が起こる。
　最後に、この溶融物を、未反応のモノマーと分解生成物を除去するために220℃～250℃
に加熱する。これらの加熱工程および溶融工程を、好ましくは連続的な混練機または押出
機、特に好ましくは２軸押出機で実施する。
　この溶融した、長鎖分枝を有するプロピレンランダムコポリマーを、その後、冷却し、
ペレット化する。
【００２９】
　特定のランダムコポリマーに対する揮発性二官能性モノマーの平均吸着時間は、有利に
は、10秒～1000秒であり、好ましくは20秒～800秒であり、特に好ましくは60秒～600秒で
ある。揮発性二官能性モノマーの吸着は、好ましくは、連続的な通気混合機中で実施する
。
【００３０】
　好適な有機過酸化物の例としては：
－アシルペルオキシド（例えば、過酸化ベンゾイル、4-クロロ過酸化ベンゾイル、3-メト
キシ過酸化ベンゾイル、および／またはメチル過酸化ベンゾイル等）；
－アルキルペルオキシド（例えば、アリルtert-ブチルペルオキシド、2,2-ビス(tert-ブ
チルペルオキシブタン）、1,1-ビス(tert-ブチルペルオキシ)-3,3,5-トリメチルシクロヘ
キサン、n-ブチル-4,4-ビス(tert-ブチルペルオキシ)-バレレート、ジイソプロピルアミ
ノメチルtert-アミルペルオキシド、ジメチルアミノメチルtert-アミルペルオキシド、ジ
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エチルアミノメチルtert-ブチルペルオキシド、ジメチルアミノメチルtert-ブチルペルオ
キシド、1,1-ジ(tert-アミルペルオキシ)シクロヘキサン、tert-アミルペルオキシド、te
rt-ブチルクミルペルオキシド、tert-ブチルペルオキシド、および／または1-ヒドロキシ
ブチル-n-ブチルペルオキシド等)；
－過酸エステルおよびペルオキシカーボネート（例えば、ブチルペルアセテート、クミル
ペルアセテート、クミルペルプロピオネート、シクロヘキシルペルアセテート、ジtert-
ブチルペルアジペート、ジtert-ブチルペルアゼレート、ジtert-ブチルペルグルタレート
、ジtert-ブチルペルフタレート、ジtert-ブチルペルセバケート、4-ニトロクミルペルプ
ロピオネート、1-フェニルエチルペルベンゾエート、フェニルエチルニトロペルベンゾエ
ート、tert-ブチルビシクロ［2.2.1］ヘプタンペルカルボキシレート、tert-ブチル4-カ
ルボメトキシペルブチレート、tert-ブチルシクロブタンペルカルボキシレート、tert-ブ
チルシクロヘキシルペルカルボキシレート、tert-ブチルシクロペンチルペルカルボキシ
レート、tert-ブチルシクロプロパンペルカルボキシレート、tert-ブチルジメチルペルシ
ンナメート、tert-ブチル2-(2,2-ジフェニルビニル)ペルベンゾエート、tert-ブチル4-メ
トキシペルベンゾエート、tert-ブチルペルベンゾエート、tert-ブチルカルボキシシクロ
ヘキサン、tert-ブチルペルナフトエート、tert-ブチルペルオキシイソプロピルカーボネ
ート、tert-ブチルペルトルエート、tert-ブチル1-フェニルシクロプロピルペルカルボキ
シレート、tert-ブチル2-プロピルペルペンテン-2オエート、tert-ブチル1-メチルシクロ
プロピルペルカルボキシレート、tert-ブチル4-ニトロフェニルペルアセテート、tert-ブ
チル4-ニトロフェニルペルオキシカーバメート、tert-ブチルN-スクシンイミドペルカル
ボキシレート、tert-ブチルペルクロトネート、tert-ブチルペルマレイン酸、tert-ブチ
ルペルメタクリレート、tert-ブチルペルオクトエート、tert-ブチルペルオキシイソプロ
ピルカーボネート、tert-ブチルペルイソブチレート、tert-ブチルペルアクリレート、お
よび／またはtert-ブチルペルプロピオネート等）；
およびこれらの過酸化物の混合物を挙げることができる。
【００３１】
　長鎖分枝を有するプロピレンランダムコポリマーの調製に好適に用いられる揮発性二官
能性モノマーとしては：
－　ジビニル化合物（例えば、ジビニルアニリン、m-ジビニルベンゼン、p-ジビニルベン
ゼン、ジビニルペンタン、および／またはジビニルプロパン等）；
－　アリル化合物（例えば、アリルアクリレート、アリルメタクリレート、アリルメチル
マレエート、および／またはアリルビニルエーテル等）；
－　ジエン（例えば、ブタジエン、クロロプレン、シクロヘキサジエン、シクロペンタジ
エン、2,3-ジメチルブタジエン、ヘプタジエン、ヘキサジエン、イソプレン、および／ま
たは1,4-ペンタジエン等）；
およびこれらのモノマーの混合物を挙げることができる。
　ブタジエン、イソプレン、ジメチルブタジエン、および／またはジビニルベンゼンが特
に好ましい。
【００３２】
　変性オレフィンポリマーの調製中、ポリオレフィン粒子（その中に、二官能性不飽和モ
ノマーと、アシルペルオキシド、アルキルペルオキシド、ヒドロペルオキシド、過酸エス
テルおよび／またはペルオキシカーボネートとが、熱分解可能なフリーラジカル発生剤と
して吸着されたもの）の加熱および溶融は、揮発性二官能性不飽和モノマーの雰囲気下、
好ましくは連続的な混練機または押出機中、特に2軸押出機内で行われる。
【００３３】
　分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポリマーの調製方法による結果と
して、出発物質と比較してＭＦＲが高くなる。出発物質の溶融強度次第で、調製された長
鎖分枝状ランダムコポリマーの溶融強度を増大もしくは減少させることができ、または実
質的に変化させないことができる。
【００３４】
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　［エチレンポリマーの調製］
　本発明の多層構造体のＡ層に用いることができるエチレンポリマーは、ＨＤＰＥ、ＬＤ
ＰＲＥ、ＬＬＤＰＥ、ＶＬＤＰＥ等を含む。Ａ層は、上述したエチレンポリマーのいずれ
か１種、または２種以上の混合物を含む。
【００３５】
　商業的に入手可能なエチレンポリマー（例えば、Borealis A/S社からのFG5190、FT5230
）を用いることが好ましい。あるいは、好適なエチレンポリマーを、以下の記述にしたが
って調製することができる。
【００３６】
　低密度ポリエチレンは、フリーラジカル開始剤（例えば、過酸化物または酸素等）を用
いる高圧の工程でのフリーラジカル重合法によって調製することができる。この重合は、
円筒管または撹拌されたオートクレーブ反応器内で、約130℃～330℃の温度および700 ba
r～3000 bar前後の圧力で実施する。
【００３７】
　線状低密度ポリエチレンは、エチレンと、α-オレフィンとの共重合によって調製する
。線状低密度ポリエチレンは、例えば、気相法（Unipol社の技術が典型的な例である）、
液相重合法、スラリー法、またはこれらの組合せ〔例えば、段階的な気相法（Union Carb
ide社）、段階的なスラリー／気相法（Borealis社）、段階的な液相法（Nova社）など〕
等の低圧工程で調製することができる。ＬＬＤＰＥの重合のための好ましい触媒は、エチ
レンおよびコモノマーを重合および共重合することができる任意の立体選択的な触媒であ
る。チーグラー・ナッタ触媒のほかにメタロセン触媒も好適な触媒である。気相法では、
反応器の温度は通常100℃未満であり、圧力は約20 barである。溶液法では、反応器の温
度は通常170℃～250℃であり、圧力は40 bar～140 barである。液相重合法では、反応器
の温度は通常70℃～110℃であり、圧力は30 bar～50 barである。
【００３８】
　［多層管の調製］
　多層管を調製する技術は、周知である。２層または３層を含み、例えば直径110 nmを有
し、かつ、パイプ肉厚が例えば10 mmである多層管は、多層用工具を備えた従来のCincina
ti社のパイプ押出ライン装置で調製する。操作速度は、例えば1.3 m/分であり、溶融温度
は、例えば210℃である。
【００３９】
　［共押出インフレーションフィルム］
　インフレーションフィルム押出技術は、プラスチック薄膜の調製について周知である。
典型的な方法では、プラスチック、例えば、低密度、線状低密度、および高密度のポリエ
チレン（ＬＤＰＥ、ＬＬＤＰＥ、およびＨＤＰＥ）をサーキュラーダイを通して押出して
、フィルムを形成させる。ダイの中央を通して空気を導入して、フィルムの直径を2倍～6
倍に増加させる泡の形態にフィルムを維持する。その後、この泡がローラー上で圧潰され
る。このような方法は、当分野において多くの変形形態で存在する。例えば、米国特許第
3,959,425号；米国特許第4,820,471号；W. D. Harrisら、"Effects of Bubble Cooling o
n Performance and Properties of HMW-HDPE Film Resins"、Polymers Laminations & Co
atings Conference, Book 1, 1990, 306-317頁；および、Moore, E. P.、Polypropylene 
Handbook, Hanser, New York, 1996, 330-332頁等の参照文献に記載されている。例えば
、冷却工程は、ポリプロピレンがポリエチレンとは異なる速度で冷却され結晶化されるた
め、有利に変形されることが多い。したがって、冷却パラメータを調節することにより、
所望する押出速度でより安定な泡が作り出されることが多い。
【００４０】
　インフレーションフィルムの形成において、溶融物は円形のダイに、その下部または側
面を通って入る。溶融物は、ダイの内側の回転軸の表面の周りのスパイラル溝を通して押
し進められ、ダイの開口部を通して肉厚の厚い管として押し出される。この管が、所望の
泡の直径に膨張され、これに対応して前述したように肉厚が低減される。
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【００４１】
　押出インフレーションフィルムの形成法は、当分野で既知であり、本発明に適用するこ
とができる。この技術を説明する文献としては、Han and Shetty、"Studies on Multilay
er Film Coextrusion III. The Rheology of Blown Film Coextrusion"、Polymer Engine
ering and Science, February, (1978), vol. 18, No. 3 187-199頁；および、Morris、"
Peel Strength Issues in the Blown Film Coextrusion Process"、1996 Polymers, Lami
nations & Coatings Conference, TAPPI Press, Atlanta, Ga. (1996), 571-577頁を挙げ
ることができる。
【００４２】
　用語「共押出」は、押し出されたものが好ましくは冷却または急冷される前に互いに融
合して層構造になるように配置された２種以上のオリフィスを用いて、２種以上の材料を
１つのダイを通して押出す方法を意味する。多層構造を作製するための共押出システムは
、一般的なダイ装置に送りを与える押出機を少なくとも２個用いる。押出機の数は、共押
出フィルムを構成する異なる材料の数に依存する。異なる材料それぞれに対して、異なる
押出機を用いることが有利である。このように、５層の共押出は、最高で５個までの押出
機を必要とする場合があるが、２つ以上の層が同一の材料で作られる場合にはこれより少
ない押出機を用いることができる。
【００４３】
　共押出ダイを使用して、共押出インフレーションフィルムを形成させる。これらは、異
なる溶融流れを円形ダイの縁に供給する多数の回転軸を有する。２機以上の押出機からの
溶融層を積層するためにフィードブロックを用いる場合、得られた多層溶融流れを、次に
フィルムダイに供給する。
【００４４】
　本発明の多層構造体は、当分野における包装機械（例えば、回転軸などを用いるヒート
シール装置等）を使用して成形してポーチ、バッグ、包装容器などにすることができる。
これらの材料の組合せから作製されるポーチ、バッグ、および他の包装容器は、優れた靭
性および衝撃強さを実現する。本発明の多層構造体は、単に包装基材として、多層バッグ
の裏打ちとして、あるいは、例えば、ポリエチレンテレフタレートもしくは２軸延伸ポリ
プロピレンと共にラミネート構造の強度層／封止層として用いることができる。
【００４５】
　多層フィルムは、インフレーションフィルム、押出しコーティング、多層管、コーティ
ングが施された射出成形品もしくは中空成型品を含めて、本発明の実施態様である。本発
明は、さらに、ワイヤーおよびケーブルの用途〔例えば、同軸ケーブルのコーティング、
データ処理または電気通信用の多対ケーブル、ファイバ光ケーブル（例えば、緩衝管、開
放管、中央管、およびスロットコア構造体）等〕に用いられる。本発明のさらなる用途は
、ケーブル継手、特に多層ケーブル継手である。
【００４６】
　物理的に互いに隣接しているが混合物または組成物ではない、少なくとも２種のポリマ
ー材料からなる任意のタイプの構造体が、上述した実施態様を含めて、表現「多層構造体
」の意味する範囲に包含される。　
【００４７】
　［ＭＦＲ］
　メルトフローレイトを、ポリプロピレンについては230℃にて、ポリエチレンについて
は190℃にて、2.16kgの加重で測定した。メルトフローレイト（ＭＦＲ）は、ISO 1133に
標準化された試験装置で、230℃または190℃の温度にて2.16kgの重量下、10分内に押し出
されるグラム単位の重合体量である。
【００４８】
　［コモノマー含量］
　コモノマー含量は、13C-NMRで較正されたフーリエ変換赤外分光法（ＦＴＩＲ）で測定
した。
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【００４９】
　［モル質量の測定］
　モル質量の測定は、145℃の温度にて1,2,4-トリクロロベンゼンを溶媒として用いて、I
SO 16014-4に従ったＧＰＣ法で行った
【００５０】
　［固有粘度］
　固有粘度は、DIN ISO 1628-1に従って、デカリン中、135℃にて測定した。
【００５１】
　［引張試験］
　引張試験は、ISO 527-3に従ってインフレーションフィルムについて行った。
【００５２】
　［エルメンドルフ］
　エルメンドルフは、ISO 6383/2 (1983)に従ってインフレーションフィルムについて測
定した。
【実施例】
【００５３】
　［分枝指数g’が0.90以下であるプロピレンランダムコポリマーの調製］
　第一の工程では、線状プロピレンランダムコポリマーを、ループ反応器と気相反応器と
の組合せでのプロピレンおよびエチレンの多段階重合法で調製する。チーグラー・ナッタ
触媒を用い、反応温度は70℃である。プロピレンおよびエチレンの濃度を、ランダムコポ
リマー中にエチレンが5重量％最終的に組み込まれ、1.8 g/10分のＭＦＲ230/2.16になる
ように選択した（表１のポリマー４）。
【００５４】
　このような、あるいは同様の重合工程から得られたままの粉体を、0.25重量％のtert-
ブチルペルオキシイソプロピルカーボネートと0.5重量％の1,4-ジビニルベンゼンとに、1
00℃にて15分間含浸させる。この混合物を、不活性ガス（窒素）雰囲気下、200℃の温度
に加熱した後、さらに230℃に加熱し、その後、粒状にする。得られたポリマーは、2.9 g
/10分のＭＦＲ230/2.16、および0.8の分枝指数g’を示す。
【００５５】
　表１に列挙したプロピレンポリマーを実施例に用いた。
【表１】

【００５６】
　実施例で用いたエチレンポリマーは、1.3 g/10分のメルトフローレイトＭＦＲ230/2.16

および934 kg/m3の密度を有するＬＬＤＰＥであった。コモノマーは、1-ブテンであった
。
【００５７】
　本発明によれば、本発明の多層構造体の有利な実施態様は、多層フィルムである。した
がって、多数の多層フィルムを以下の工程に従って調製した。
【００５８】
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　３層のインフレーションフィルムを、バレルの直径が70 mm、断面の丸い200 mmのダイ
を備えた3機の単軸押出機を備えたラインで、単軸押出機を送り速度50 rpm、得られる流
出速度100 kg/hrで操作し、多層手段を空気冷却と組み合わせて用いて調製した。溶融温
度はダイ中220℃であった。冷却用空気の温度は、25℃に保ち、ブローアップ比（ＢＵＲ
）を1.8:1にした。60μmの膜厚は、押出機の流出速度、巻き取り速度、およびＢＵＲの間
の比によって調節した。
【００５９】
　共押出インフレーションフィルムは、Ａ／Ｂ／Ａ構造を有する。これらの層の膜厚は、
6 μm/48 μm/6 μmであった。
【００６０】
　作製されたフィルムの組成を表２に示した。
【表２】

【００６１】
　これらのフィルムを、上述により概説し記述したように試験および分析した。結果を表
３に示す。
【００６２】
　光学特性、すなわちへーズおよび透明性は、依然として変わらず、一連の実施例におい
て顕著に変化しなかった。
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